
■雑誌ビッグ・トゥモロウに掲載されました。 
    
雑誌ビッグ・トゥモロウに㈱鈴喜・自分の独立逆転ストーリーが掲載されました。 
今では笑って話せますが起業した一年目終盤にどん底に落ち込みました。 
想像以上に機械が売れず創業資金も底をつき廃業の危機となりました。 
人間追いつめられると今まで以上に必死になり全力で前に進むことを考えます。 
今もこの様に商売を続ける事が出来ているのもお世話になった皆さまのお陰です。 
 
を発行したのもなんとかしたい一心で取り組んだ物です。 
 
 

 

 

 

 

      
 

「謹賀新年」年賀状に代わりお年賀ニュースレターを送らせていただきます。 
昨年中は大変お世話になりました。本年で無事 7年目を迎える事が出来ます。 
昨年は省エネ補助金、中古機械の売買が追い風となり無事新年を迎える事が 
出来ました。お世話になりました皆様に心よりお礼申し上げます。 
本年も現状維持ではなく、新たなチャレンジ、次のステップへの躍進を目指します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中古買取強化中 

 
発行者：㈱鈴喜 鈴木佳之 自動盤専門商社 
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★劇場にて記念撮影★ 

■今年度の主な補助金 
    
昨年 12 月 18日、平成 27 年度補正予算案等が閣議決定し、経済産業省関連予算案等の概要が公表されました。 
現段階では予算案であり、正式決定は今年初めの国会の決定を受けてからとなります。具体的な動きが取れる公募要
領の発表は３月中旬の予定です。前回の様な早いもの勝ちの補助金では無い可能性は高いのですが、今から準備を進
めておく必要があります。今回も全面的にお手伝いをさせていただきますのでご遠慮なくご連絡下さい。 
◎インターネットで公表されております。 経済産業省 HP：『平成27年度経済産業省関連補正予算案等の概要』 

http://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2015/hosei/ 
※省エネ補助金                   ※ものつくり補助金 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨年末、話題のスター・ウ
ォーズを家内と二人で観に
行きました。中学３年生の
時、お小遣いを貯め、故郷
の映画館で初めて見た第一
作の感動は今も忘れませ
ん。 
37 年前なんですねー！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■機械保全の基本・作業前点検について 
    
皆さんは自動車に乗る時、タイヤの空気圧は十分か、エンジン始動時に異常音はないか、 
ブレーキの利き具合は良好か、また雨の日のワイパーの動作具合は問題ないか、ウィンド 
ウォッシャー液は不足していないかなどをチェックすることはないですか？ 
自動盤はミクロン単位の高精度部品を加工する装置です。自動車に乗るときの様に、 
あるいはそれ以上に注意深く機械の状態を知っておく必要があります。 
始動前点検をすることにより機械がいつも良い状態を維持し、常に精度良好な部品加工が 
出来ることを認識してください。下の表に簡単に出来る日常点検項目を記載させていただきました。 
電源投入したとき、あるいはアイドリング運転を行っているときにチェックしてください。 
 

チェック項目 点 検 内 容 実施事項 備 考 

潤滑油タンクの油量 タンク油面上下限ライン内か 逐次補充 油脂の種類に注意 

切削油タンクの油量（注） タンク側面の油量計 補充 ↑ 

油空圧メーターの指針 メーター指定圧力のマーカー 再調整 取扱説明書参照 

切削油の吐出量 コック全開で吐出量は十分か 吐出量 機械メーカーに連絡 

主軸回転時の異常音 アイドリング運転中 異常音の有無 ↑ 

回転工具の異常音 ↑ ↑ ↑ 

各動作軸（Ⅹ,Ｚ軸等） ↑ ↑ ↑ 

    
 （注）切削油タンクの油量チェックはクーラントポンプ停止後しばらくしてから実施してください。 

クーラントポンプ停止直後は機械内部を切削油が循環していますのでタンク油面が低下し正確な 
油量を確認できないのでご注意ください。 

■自動盤業界の市況 
    
国内の自動盤業界全体の仕事量は昨年夏過ぎより減少し 10 月・11月の落ち込みは特に激しかった。 
昨年前半がよかった分、よけいに厳しく感じた。 
12 月に入り若干ではあるが上向きの傾向が見え始めている。まとまった量の仕事は少ないが止まっていた小ロ
ットの難しい部品の引き合いが増え始めた。 
今年の予想は、前半の仕事量に大きな回復は見えないと思われるが後半には右肩上がりになると予想する。 
2017 年度にトヨタをはじめ多くの自動車メーカーで大きなモデルチェンジが重なる。 
これに先駆け自動盤業界でも関係者は本年後半から仕事量の増加を見込んで準備している。 
現在も新型プリウスは 6ヶ月待ち。シエンタの売り上げも好調、これらに関わっている方々 
は多忙である。 
工作機械全体の販売量でも景気の先行きが観えて来る。 
昨年は省エネ補助金の追い風がありスター精密をはじめ絶好調の機械メーカーが多かった。 
日本の工作機械販売の良し悪しの目安である売上１千億円/月はクリアーしてきた。 
しかし 2016 年度の補助金の予算枠も観えてきた事から急がない設備投資は控える会社が多い。 
山善・ユアサをはじめとする工作機械の大手問屋でも注残が減少して来ている。 
海外に目を向けると、中国経済の落ち込みが我々にも影響している。しかし中国向けの自動盤の出荷については
落ち込んではいない。これは中国の人件費の高騰に伴い、設備導入して合理化し利益を確保する動きが強くなっ
た影響である。円安、中国の人件費の高騰と重なり日本での加工も競争力をつけ始めている。しかし低コストを
求め大手が投資した工場は中国を含む海外にあり、我々に出番が回ってくるのはまだ先である。 
フォルクスワーゲンの不正問題でワーゲン関連製品の落ち込みを心配していたが昨年末迄は大きな落ち込みは
無かった。しかし今年からはドイツのみならず日本国内でも影響が出ると思われる。 
少し前から日本の状況だけで業界の動きは判断できず世界的に影響を及ぼしあう様になってきた。 
業界全体の流れとしては後半の右肩上がりを期待しながら準備を進め、平行し種まきを怠らなけなければ悲観的
な年にならないと思われる。 
自分達の特性に磨きをかけ、独自性を出していけば環境は変化してもどこかに必ず自分達の役に立てる場所があ
るはずだ。 
 
 


